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支援機器 Prothetic knee 
分類(ISO9999) 6 
試験相 4 
研究仮説（目的） 
の概要 

能動的制御システム、適応制御システムの膝は受動的制御システムの膝より、水平面、傾斜面、
不整地、階段時の歩行パフォーマンスと主観的な結果を大幅に改善させる。能動的制御システム
は適応制御システムの膝と比し、膝の伸展を含む動作の際に大幅に改善させる 

研究デザイン 群内比較（クロスオーバー） 
障害・疾患 切断 
対象者・数 障害者１２⼈（４９歳〜６３歳まで、男性） 
主要アウトカム 段差昇降、スロープ、不整地の所要時間。ＴＶＡ、ＴＳＴ、ＴＲＴ、屋外障害物歩行 
副次アウトカム 1 PROMIS-PF/FAT/GH 
副次アウトカム 2 PEQ-MS 
副次アウトカム 3 ABC スケール 
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 パフォーマンス、アンケートともに３つの条件で清明な差はなく、仮設を支持するものではない 

 
論文整理番号 157 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
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